
商品名より先に、何が新しいのか、どんないいことがあるのか、がわかりやすく伝

わるようにタイトル1段目を検討しましょう。どんな新商品なのかを端的に書いて

います。誇大な宣伝文句ではなく、事実に即して表現しましょう。

タイトルでは表現しきれなかった要素をサブタイトルに記載します。ここでは、従

来のスイーツとしてのプリンに＋αの要素を含めた「進化系プリン」というワードを

入れました。読み手が興味を持ちそうなキーワードを設定すると効果的です

（事実に即した表現の範囲内で）。また、機能面でもタイトルで語れなかった

要素を補足しています。

リード文では本プレスリリース全体の要約を記載します。5W1Hの基本的な項

目や、その中で何が特徴的なのか、どこの部分にニュース性があるのかを端的に

記載します。

タイトル、サブタイトル、リード文、メイン画像までが、Web上で見た場合の１

画面におさまる範囲でファーストビューとも呼ばれます。ここの部分で興味を持っ

てもらえないと、本文全てを読む確率が低いので出し惜しみはせずに大事なこ

とは書くようにしましょう。

Webページ、販売ページがある場合は必ず動線としてURLを記載するようにし

ましょう。タイトルと画像を見て興味を持った人が、公式サイトに遷移することも

十分に考えられます。



本文中に情報を散りばめるだけでなく、メディア側が情報を探しやすいように商

品概要・基本情報は一ヵ所にまとめて記載しましょう。

まとめる内容例

商品名／概要・特徴／価格／容量／材料 など

利用対象者に制限がある場合、対象年齢やその理由も記載します。

【起承転結・展】

食べやすいプリン×不足しがちな栄養素（たんぱく質）ならお客さまでも食べら

れると判断したことを記載します。

企画や開発に携わった担当者のコメントを入れましょう。きっかけとなった出来

事や苦労した点などを交えて、企画開発者の想いが伝わるコメントが効果的

です。

【起承転結・展】

お客さまの声が商品開発のきっかけになっていることを記載します。

【起承転結・展】

ヒアリングを行っていくことで、現状の食生活実態やどうなりたいかを詳しく把握し

ていることを伝えます。

【起承転結・展】

1年の開発期間を経て、プリンの美味しさは残しつつ栄養も接種できる、プロテ

イン入りの新しいプリンを開発したことを紹介します。

【起承転結・展】

プリンをより多くの人に楽しんでもらいたいという企業理念にもとづき、新シリーズ

としてプリン×栄養の展開を予定であることを伝えます。




